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消毒と殺菌剤軟膏の違い 

＜殺菌剤軟膏を閉鎖性ドレッシング法で用いる＞ 

 

創面の消毒は有害との考え方はしだいに広がりつつありますが、未だに医療現

場では広く用いられています。ところで感染した創傷において、イソジンシュ

ガー軟膏やカデックス軟膏が使われていますが、これについては確かに感染を

コントロールすることが経験的に認めます。 

では、創面の消毒は有害と言っていながら、なぜ同じ殺菌剤軟膏を創面に用い

て有効性があるのでしょうか。この点に照準を当てて解説いたします。 

 

創面消毒の有害性 

汚染創の消毒については、1982年にRodeheaverがArch Surgに発表した論文

が大変わかりやすく証明しています。彼は論文の中で、モルモットの背中に開

放創を作り細菌を散布した後の経過を報告しています。細菌を散布後、イソジ

ンを用いて創面を洗浄した例と、生理的食塩水で洗浄しただけの状態をまず比

較しています。 

創面をイソジンで消毒すると、生理的食塩水で洗浄した場合に比べると細菌残

存数は数十分の一まで有意に減少していました。ところが４日後の創面感染の

有無を検討したところ、細菌を10の５乗個散布しイソジンで洗浄した例では

100％創感染が起こりました。それに対し、生理的食塩水のみの例では１例も

創感染がおきませんでした。つまり、汚染創において創面を消毒することは創

感染の原因になると証明したのです。 

 

なぜ、汚染創の消毒は創感染を誘発するのか 

創感染の成立には、細菌数や毒性の強弱等の「細菌の要因」と、生体が細菌増

殖を抑制する「宿主の免疫力の要因」、および「環境の要因」があります。

Rodeheaverの実験では、「環境の要因」を同じにしてあります。創面を消毒す

るこで、細菌数を減弱させる「細菌の要因」ではプラスとし、「宿主の免疫力

の要因」に対してはマイナスとした実験でした。 

その結果は、消毒による創面に露出した細胞障害、および創内の免疫細胞であ

る白血球等への障害のダメージの方が強く、消毒によって細菌数が減少しても

細菌増殖にとっての抑制がなくなるために、皮肉にも創感染を引き起こすまで

細菌数が増えてしまう結果になったのです。 



非汚染創での消毒の意味のないことは以前から常識になっていましたが、ここ

に汚染創での消毒も全く有害無益であることが解りました。 

 

感染創での消毒に意味はあるのか 

では感染した創傷において消毒の意味はあるのでしょうか。膿の出ている創面

を消毒したくなるのは解りますが、冷静に考えてください。感染創というのは

創表面のみに細菌がいるのではなく、創内部の深いところで細菌増殖が起こり、

生体局所での免疫反応では押えられていない状態です。 

全ての消毒薬は蛋白質に接触するとすみやかに殺菌効果がなくなってしまいま

す。創面は蛋白質でできているため、１０秒程度の消毒では創表面にいる細菌

の一部に障害を与えるのみです。肝心の創深部最前線の細菌には全く影響があ

りません。つまり無益なのです。 

この点に関しては、かなり長時間（おそらく数時間以上）消毒薬の接触を行え

ば、創深部の細菌に障害を与えうる可能性が考えられます。そうすれば有益か

もしれません。 

しかし、感染創といえども、創表面に露出した生きた組織があり、また多数の

白血球が存在します。これら感染に対抗している組織は消毒によって障害を受

け、微小壊死組織となります。これは細菌にとって栄養源あるいは培地の役目

を果たします。つまり有害です。 

これらを合わせると、感染創においても創面の消毒は有害無益と言えるのです。 

この点に関し、上地正美は2000年に動物臨症医学という雑誌に、感染創にお

ける消毒の意味について実験結果を報告しています。 

彼は動物に感染創を作成し、創面を消毒した場合と消毒しない場合で創傷治癒

速度を検討しました。まず、感染創において、イソジンや酸性水で消毒をして

も、蒸留水のみを用いた場合との比較では、細菌数の減少効果すらありません

でした。無益の証明です。 

次にこれらの処置をした創傷を１４日間観察したところ、蒸留水で処置した感

染創は順調に治癒に向かったのに対し、イソジンや酸性水で消毒した感染創で

は有意に治癒が遅れていました。つまり有害性の証明です。 

 

感染創での創処置はどのようにするのか 

では、感染創の処置はどのような考え方で行えばよいのでしょうか。まずは直

ちに壊死組織や不良肉芽の切開･切除を行います。つまり外科的デブリードメ

ントをして感染部位を解放しドレナージします。 

次に開放化した創面を充分な生理的食塩水で洗浄します。しかし決して消毒は




